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太鼓台に
ついて行く観客

亀谷坂の整列を見る
のに良い視点場

警備線

図３　提灯祭りの初日の太鼓台の出発地、亀谷ロータリーの整備の変遷

図２　亀谷坂付近の祭りの「見せ場」と、祭りを意識した空間整備例
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■二本松提灯祭りの概要
二本松市の旧城下町の範囲である７つ
の町（本町、亀谷、松岡、若宮、竹田、
根崎、郭内）では、毎年 10月４～６日
に日本三大提灯祭りのひとつである二
本松提灯祭り（二本松神社例大祭）が行
われている。祭りの起源は、城下町時
代の 1643 年にさかのぼることができ、
約 370 年以上続く伝統的祭礼行事であ
る（福島県重要無形民俗文化財）。７町
が豪華な山車（地元では「太鼓台」と呼
ぶ）を所有しており、特に夜間に、一つ
の太鼓台に約 300 個以上の本物の火を
灯す提灯をつけ、太鼓台ごと、場所ごと
に異なるお囃子とともに、列を成して巡
行する姿が多くの観光客を惹きつける。

■祭りを意識した都市空間整備
二本松では、2000年以降、こうした「巡
りの場」や「見せ場」を意識した都市空
間の整備が少しずつ行われてきた。
　前述の、竹根通りの街路事業のための
ワークショップ（2003 年～）では提灯
祭りの舞台を形成することが話し合わ
れ、整備が進められている。また、坂
道上で整列するので、すべての太鼓台
を見渡すことのできる「見せ場」であ
る亀谷坂では、路面埋め込み陶板によ
る太鼓台の停止位置の明示や、夜祭り
時の利便性に配慮した街灯の集中管理、
一般より細い電柱の設置、交通標識の裏
面に見せ場空間であることを示した可
動式サインの設置が行われた（2006 年
整備）（図２右上）。
　また、初日の合同曳き廻しの出発地点
としての見せ場であり、城下町時代の枡
形の道路形状を残す亀谷ロータリーで
は、2005 年に交通安全性の向上を理由
に、交差点中央を占めていた噴水の撤
去、歩車道段差の解消、老朽化した歩道
橋の撤去が行われたため、祭り時には太
鼓台が勢揃いするのを多くの観客が見
ることが出来る、広がりある空間が創出
された（図３）。
　さらに、初日の巡行ルート終点として
の見せ場である駅前広場では、駅前空間
の美化や交通機能強化を意図とした駅
前広場整備が行われ、広場中央のモニュ
メントの撤去や歩車道段差の解消等が
実現した。その結果、太鼓台の勢揃いの
最後の見せ場として、太鼓台の曳き手と
観客の一体性を高める空間が生み出さ
れた（2009年整備）（図１下の写真）。
　その他、主要な道路では、道路を横断
する電線が撤去されており、太鼓台の巡
行を円滑にしている（図１右上の写真）。
　このような、祭りを手がかりにした
都市空間の整備は、歴史まちづくり法
（2008 年制定）の理念に示されたよう
な、城下町都市が有する地域固有の歴史
や伝統を反映した人々の活動に着目し
た都市空間の保全・整備・活用の好例と
言えよう。そして、市民が都市空間に愛
着や誇りを持つことにつながっている
に違いない。

■都市の祝祭空間
さて、御輿や太鼓台がまちを巡る日本
の祭りには、その都市の歴史や空間的
特徴を生かした「巡りの場」や「見せ場」
といった祝祭空間を定義することがで
きる。
「巡りの場」とは、太鼓台の巡行ルート
だけではなく、巡行によって顕在化す
る城下町の基盤や地域のまとまりであ
る。二本松提灯祭りの太鼓台が巡行す
るルートでは、神社はもちろんのこと、
城下町時代の旧街道を中心に、駅や商店
街など現代のまちの主要な地点を通過
する（図１）。途中、観音丘陵を越える
ために重い太鼓台を曳いて坂を上り下
りする様子を見ると、城下町の設計に生
かされたまちの地形を意識することが

できるし、各家に飾られた町の紋がつい
た提灯や、自分の町の太鼓台が通過する
ときの沿道の盛り上がりを見ると、各町
のまとまりが顕在化するのを感じる。
　「見せ場」は、御輿や太鼓台の特別な
パフォーマンスと、その舞台や背景とな
る特徴的な都市空間、そして、それを眺
める観客が集う歩道などの鑑賞空間と
で構成されていると見ると、まちの公
共空間が違って見えてくる。二本松提
灯祭りでは、駅前広場や、交差点、坂
道などの都市の特徴的な空間に応じた
太鼓台のパフォーマンス（勢揃い、転回、
駆け上がり等）が行われ、その周囲には
見物客が取り巻く鑑賞の場が生まれて
いる（図２）。
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←松浦さん執筆の　長浜の祝祭空間のところの見出しは、　連番とすると良いとの佐藤先生のご助言により、
城下町と祝祭空間（２）　城下町のグリッド基盤の交差点を舞台として演出される祝祭空間
としてはどうか。

■二本松提灯祭りにおける都市祝祭空間の抽出は、中澤沙織（2010）「曳山祭における
担い手の生活サイクル及び山車巡行の舞台としての都市空間に関する研究」首都大学東
京大学院修士論文に詳しい。　

■祭り舞台における山車巡行の見せ場の類型化とその特徴に関する研究　 - 福
島県二本松提灯祭りを事例として -
○中澤沙織、岡村祐、川原晋、東秀紀　日本建築学会大会学術講演梗概集 ,2010
年 F-1 分冊　

参考文献）
■「季刊まちづくり３６号　特集１『都市の祝祭空間』   都市祝祭空間の変容とその要因
岡村祐（首都大学東京）・川原晋（同）・中澤沙織（ＪＲ東日本ビルテック）
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図１　二本松の提灯祭り（二本松神社例大祭）の「巡りの場」「見せ場」と、町の主要な場所、街路との関係

出典：佐藤滋＋城下町都市研究体 著「[新版]図説 城下町都市」鹿島出版会, 2015年3月, 
・城下町の基盤を活かした二本松提灯祭りの「見せ場」（川原 分担執筆より）

■参考文献：「季刊まちづくり36号 特集1『都市の祝祭空間』 
都市祝祭空間研究会　川原晋、岡村祐、松浦健治郎、永瀬節治


